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２．問題設定 

本論文では、排外主義運動のなかで最大の組織たる在日特権を許さない市民の会（在特会）

について、動員のメカニズムと拡大の背景を分析する。日本の排外主義運動には、既成右翼

の一部、歴史修正主義的な右派市民運動、ネット右翼という 3 つの源流がある。現在の排外

主義運動は「右翼崩れ」からノウハウを、歴史修正主義から係争課題を、インターネットか

らネット右翼という動員ポテンシャル（運動の支持層）を得てきた。 

だが、そもそも在特会はなぜ急激に勢力を拡大しえたのか。排外主義運動の動員をめぐる

「わからなさ」は、当事者のみならず観察者・分析者にとっても同様であり、それだけに憶

測や予断にもとづく解釈が跡を絶たない。日本の排外主義運動をめぐっては、運動をめぐる
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基本的な問い――誰が／なぜ／いつ／何を／いかにして、動員／支持／敵視するのか――

は、ほとんどが明らかにされていない。現象を理解するには、紋切り型の解釈で思考停止す

るのではなく、適切な問いを提示してそれに答える必要がある。 

 ネット右翼が話題となる時、決まってある種のステレオタイプがついてまわる。すなわち、

社会の縁辺で満たされない生活を送り、疎外感や不遇感に満たされた者がいる。日本で排外

主義的な言説がインターネットを覆うに至った 2000 年代は、日本の経済的なプレゼンスが

低下し、非正規雇用の増加や格差・貧困が問題化された時期でもある。社会的排除を蒙る者

が程度としても人数としても増加し、それに対する認知が高まるなかで、排除された者がは

け口を求めるという説は実感に沿っている。それだけに、排外主義運動の発生と拡大を不

満・不安と階層で説明しようという思考が強固に根を張ってきた。 

だが、外国における極右政党の支持基盤は、不満・不安と階層で説明できるほど単純では

ない。正確にいうと、そうした単純な支持者像は経験的研究の蓄積により、大幅な修正を余

儀なくされてきた。実際、排外主義運動の担い手の社会経済的な状況には多様性がある（第

2 章参照）。 

 では、そうした多様性を持った者がなぜ活動家になっていくのか。「なぜ参加するのか」

を解明するうえで、運動参加者の政治的イデオロギーは重要な要素である。排外主義運動は、

他の国との比較でいえば紛れもなく極右の範疇に入る。だが、こうしたイデオロギー的背景

は先行研究では不当に軽く扱われてきた。排外主義運動が政治運動である以上、活動家のイ

デオロギー的背景は、「なぜ排外主義運動に参加するのか」を解明する上で不可欠な要素だ

ろう。 

 本論文では、運動参加に加えて運動の標的についても解明を試みる。すなわち、なぜ今に

なって在日コリアンの排斥が叫ばれるのか。排外主義は世界的に広くみられる現象であり、

北米や西欧のような大規模な移民受入国では研究蓄積も相当な量にのぼる。そうした先行

研究は第 1 章で整理するが、そこで得られた知見をもってしても、日本でみられる特徴の 1

つ――長い居住の歴史を持つ在日コリアンが排斥の対象になる理由を十分説明できない

（第 2 章参照）。第 8 章で詳述するが、排外主義運動の標的になったのはニューカマー外国

人ではなく、他の国ならば標的になる可能性がきわめて低い在日コリアンであった。 

この問いを説明するに際して、2 つの水準で議論する。第 1 に個人レベルについては、「在

日特権」なるフレーム（解釈図式――第 4 章参照）を活動家たちが受容する過程とその基盤

を可能な限り詳細に分析する。ここでいう過程とは、幼少からの政治的関心やイデオロギー

の形成を含む長期的なものであり、排外主義のイデオロギー的な基盤が検討対象となる。具

体的には、「在日特権」との邂逅に先立って、どのような受容の素地があったのかをまず考

察したい（第 3 章）。そのうえで、活動家たちのイデオロギーと「在日特権」フレームが共

鳴し、それを受容する過程を分析する（第 4 章）。さらに、活動家が「在日特権」と出会う

過程ではインターネットが決定的な役割を果たしており、第 5 章ではインターネットを通

じた勧誘のメカニズムを明らかにしたい。 

第 2 に、社会レベルでは「在日特権」なるフレームが生み出される背景を分析する。「在

日特権」という言葉が生まれる背後にはある種の政治状況が存在しており、「在日特権」な

る枝葉よりもむしろ、その根幹となるより包括的なイデオロギーをみる必要がある。そのた

め、まずは既成保守勢力と排外主義運動の関係を明らかにする必要がある（第 6 章）。次に
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外国人参政権の事例に即して、「外国人問題」と「東アジア地政学」がどのように関連する

のかを議論する（第 7 章）。ここに至って、ようやく在日コリアンが排斥の標的となる要因

を解明できる（第 8 章）。在日コリアンは、「定住外国人」としてさまざまな権利を獲得して

きたが、一方で「過去の国民＝旧植民地出身者」（樋口、2001）としても処遇されてきた。

「過去の国民」に対する配慮は、一方で政策を推進する要因ともなってきたが、第 6 章でみ

た保守にとっての仮想敵の変化が影を落とすようになった。すなわち、植民地清算が未だに

できておらず、現職の首相が歴史修正主義に肩入れする日本において、旧植民地出身者は近

隣諸国との対立に巻き込まれる。外国人参政権と同様に、排外主義運動が在日コリアンに対

してみているのは、その生身の姿ではなく「本国」の幻影である。 

 

３．調査とデータについて 

・活動家に対する聞き取りデータ 

 2011 年 2 月から 2012 年 10 月にかけて、排外主義運動の活動家 34 名に対して聞き取りを

行った。対象者のうち 25 名は在特会を主な活動の場としており（していた者も含む）、残り

の 9 名はそれ以外の団体を主な活動の場としている。 

・外国人参政権に関する聞き取り調査 

 2010 年 5 月から 2013 年 4 月の間に、外国人参政権の法制化について 19 名に対して 21 件

の聞き取りを行った。鳩山由紀夫・元首相と冬柴鐵三・元衆議院議員（故人）以外は、匿名

という条件で調査に応じていただいており、内訳は以下の通り。国会議員（民主＝9、公明

＝2、自民＝1、社民＝1、たちあがれ日本＝1）、国会議員秘書（民主＝1）、各種団体＝6 名。 

・沖縄・八重山地区調査 

 松谷満氏との共同調査による。2012 年 11 月と 2013 年 3 月、2014 年 2 月、2015 年 2～3

月に、石垣市、与那国町、竹富町における教科書採択と自衛隊基地建設に関して、28 件の

聞き取り調査を実施した。首長＝3、国会議員＝1、市町議会議員＝8、市町職員＝3、関係団

体＝14 名。 

・右派論壇誌データ 

 これは既成保守の言説をみるためのデータであり、右派論壇の関心や敵手の推移を明ら

かにすることを目的としている。データ作成に際しては、『文藝春秋』『中央公論』といった

メジャーな保守論壇誌ではなく、『諸君！』『正論』を対象とした。「極右」研究に際しては、

主流派保守より「右」にある言説を扱う必要があると考えたことによる。ただし、『諸君！』

は 2009 年に廃刊しているため、2009 年 1 月からは『WiLL』で代用した。 

・在特会等による抗議イベントデータ 

 在特会前会長の桜井誠のブログをもとにイベントデータを作成した。桜井のブログは、在

特会の結成当初からのイベントが網羅されているし、関連するイベントの案内がリンク付

きで掲載されているため、コーディングに必要な情報も集められる。こうして収集した、

2007～12 年に行われた抗議イベントは 1006 件である。それぞれについて、「年月」「発生場

所」「イシュー」「標的（抗議が直接向けられる対象）」「行為形態」をコーディングして入力

した。 
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４．知見の要約――欧州との比較で考える 

（１）日欧比較から日本型排外主義を論じる 

 これまでの議論を踏まえて、本論文の題名である「日本型排外主義」について論じること

としたい。本論文は、日本にも欧州のようなナショナリズムと排外主義を前面に掲げる、極

右と呼ぶべき勢力が出現したことを、議論の前提としている。旧来型の右翼とは区別される

新しい性格を持つとされる点でも、日本と欧州で現出した事象は共通している。そうである

がゆえに、西欧における初期の極右研究でみられたの同じ説明要因――社会変動に伴う社

会解体と不安・不満の増大――が日本でも使われたのだといえる。 

しかし、そうした排外主義があらわれる仕方は欧州と同じではない。筆者自身は、社会変

動と日本型排外主義が無関係だとまで主張するつもりはない。しかし、それは日本の排外主

義の出現を説明するうえで、周辺的な位置づけしか与えられないと考える。では、その特徴

をどのように要約することができるのか。以下では、主に参照してきた西欧との理念型的な

比較により、日本型排外主義の特質をまとめていく。 

 

（２） 領域ごとにみる排外主義の特質 

・標的 

 日本の排外主義にとっての「敵」は単一ではない。筆者もインタビュー対象者から、あな

たのような輩が「真の敵であり支那朝鮮は二の次である」ことに気付いた点で有益だったと

いうメールをもらったこともある。とはいえ、日本の排外主義が圧倒的に主たる標的として

いるのが、中国、韓国、北朝鮮および在日コリアンであることは間違いない。序章でもふれ

たように、在特会が勢力を伸ばすきっかけの1つとなったのは、非正規滞在のフィリピン人

一家に対する嫌がらせデモだった。だが、第6章でみたように「移民一般」に対する排外主

義勢力の関心が高いとはいえない。これは、日本で移民受入れが政治的なイシューになって

いないこともあるが、仮に政治的な争点になったとしても近隣諸国が過度に取り上げられ

ることになるだろう。 

 つまり日本の排外主義は、図1の三重の同心円のうち真ん中の層である東アジア地域を、

主たる標的としている。これまで何度も述べてきたように、在日外国人は「内なる近隣諸国」

とみなされることにより、排斥の対象となっていく。それに対して、同心円の外側にある東

アジア地域外のことがらに対しては、基本的に関心が薄い。これは排外主義運動だけでなく、

冷戦後の右派論壇の特質であることは第6章で論じたとおりである。在日外国人のなかでも、

ニューカマーで国籍別人口の3、4位を占めるフィリピン人やブラジル人が、組織だった排外

主義の標的となることはほとんどない。 

 それに対して、欧州で排斥感情が向けられるのは圧倒的に域外出身の移民である

（Semynov et al. 2006）。もちろん、フランスの国民戦線は近年に至るまで反ユダヤ主義に

固執していたし（Betz 2013）、東欧出身のロマに対する排斥の動きも根強いものがある

（Mudde 2007）。また、反EUは極右にとって有力な旗印ともなっており、それが票の獲得

にも結び付いている（Gómez-Reino and Llamazares 2013; Jamin 2013; McDonald 2006; Williams 

2013）。欧州に対する懐疑的な態度には、道具的なもの（統合による利得の有無）と政治的

なもの（国民主権の侵害）があり（Lubbers and Scheepers 2005）、極右もこうした論理を利

用してきた。 
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だが、これは「怠惰で腐敗した」EUの官僚といった具合に、EUという政治体を批判する

ものであっても、欧州そのものや近隣諸国を憎悪しているわけではない。むしろ極右には汎

欧州主義の理想があり（Bar-on 2008）、「欧州人」としての極右は欧州をアイデンティティ

のよりどころともしている（Mammone, Godin and Jenkins 2013）。これは、後述する文化的

レイシズムの根拠にもなっており、欧州という地域自体を極右の敵手とはみなしえない。図

終－1に示したように、欧州の外部とされる存在――端的には移民、とりわけムスリム移民

――が主たる敵手となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・経済 

 移民は経済的な競合相手となるとみなされるがゆえに、排斥の対象となるというのが競

合論の基本的な問題設定だった。これは移民人口の比率や流入人口数を指標として測定さ

れることが多いが、在日コリアンはこうした指標からすると排斥の標的にはなりにくい。韓

国・朝鮮籍人口は 2006 年まで最大の国籍集団だったが、韓国・朝鮮籍の特別永住者数は 1991

年をピークとして減少し続けている。数世代にわたって居住しているため、流入が競合を高

めるともみなしえない。人口学的には、いかなる観点からも競合が生じている集団とはみな

しえない。少なくとも、職をめぐる競合を掲げて在日コリアンを排斥するような言説は、な

いといってよいだろう。福祉ショーヴィニズムについては、第 2 章で述べたような生活保護

をめぐる排斥の言説はある。だが、これは社会保障制度からの排除がもたらす過渡的な問題

であり、人数自体も少ないことから競合が問題を生み出すと考えるのは誤りだろう。 

競合論を適用するならば、むしろニューカマーに対して、とりわけ在日南米人や在日ベト

ナム人の排斥が予想されることとなる。これまでなされた意識調査の結果をみると、外国人

人口の増加率が高かった地域やブルーカラー層において、外国人の増加に対する反対意見

が多い（濱田、2011; 永吉、2012）。その意味で、経済的競合はニューカマーの増加と排外

意識に関して、一定の説明力を持つ可能性がある。だが、現実の排斥行動はニューカマーと

関係なく生じていることから、経済的競合で日本の排外主義を説明するのは無理がある。 

 それに対して、欧米において排外主義と経済的競合の関係を挙げる研究は多かった

（Kitschelt 1995）。これは、第 1 章でもみたように、有権者の極右支持をみる上では必ずし

も一環した説明力を持つわけでもない（Schneider 2008）。しかし、現実政治においては欧州

諸国の極右政党が、移民は仕事を奪うから排斥されるべきというレトリックを多用してき

 国民国家 

地域

外部

 国民国家 

地域

外部

日本型 欧州型 

図１ 排斥の標的の相違 
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た経緯もある。日本よりは、経済的競合が排斥に際して使われるところはあるだろう。 

 

・文化 

 第2章で述べたように、在日コリアンは文化的にみて高度に同化が進んだ集団といえるだ

ろう。日本人と結婚する比率もきわめて高く、経済面においてよりも同化の程度は高いとみ

なしうる。日常生活における摩擦が「文化の違い」などとして語られるのは、在日コリアン

ではなく在日ブラジル人など南米系移民であることが圧倒的に多い（cf.梶田・丹野・樋口、

2005）。つまり、文化的脅威を持ち出す客観的根拠は欠如しているし、在日コリアンの文化

的な相違をもって排斥が行われるわけではない。文化的脅威を理由とするならば、標的は在

日コリアンではなくニューカマーになるはずである。 

 それに対して、欧州の研究では文化的な競合（移民の文化に対する脅威認知）は、排外意

識に対して安定的な説明力を持つ（第1章でふれた研究以外に、Schneider 2008も参照）。政

治の水準でも、特に「西欧的価値と相いれないイスラーム」という文化的レイシズムの言説

が広く使われている（Akkerman 2005; Hagelund 2003; Halikiopoulou et al. 2013; Pauwels 2014; 

Rostbøll 2010; Skenderovic 2007）。この場合も、第1項で述べたのと同様に「欧州の外部」に

あるとされるムスリム系の住民が標的とされており、文化的同化の程度が高い欧州系の移

民は憎悪の対象とならない。 

 

・法と秩序 

 第7章で述べたように、特に犯罪との関連で論じられる移民排斥の感情は、日本では他の

国より強い傾向がある。その意味で、「法と秩序」を大義名分とする排外主義が、日本では

発生しやすいともいえるだろう。だが、そこで「犯罪を犯す外国人」として想定されている

のは、在日コリアンではない。警察のいう「来日外国人」とはニューカマーを指しているし、

週刊誌や漫画で取り上げられる「外国人犯罪」もニューカマーのそれに限られている。第7

章で述べたように、在日コリアンと犯罪を結び付けて論じるような社会的風潮はないとい

ってよいだろう。東アジアとの関連で唯一あるとすると、「中国人マフィア」が取り上げら

れる比率の高さだが、それが排外主義運動の標的となっているわけでもない。ここでも、図

終－1にある同心円の外部にある存在としての外国人が標的となるはずの状況があるが、実

際には在日コリアンに敵意が向けられている。 

 一方、欧州で「法と秩序」という観点から標的になるのは、圧倒的にEU域外の移民であ

る（第7章参照）。まず、「ヨーロッパ要塞」に域外から流入する移民に対する規制の厳格

化がある。加えて、移民と犯罪が問題化される時に標的となるのは、オランダならアンティ

ル諸島系、フランスならマグレブ系の移民といった具合に、EU域外にルーツを持つ移民と

なる。主にルーマニア出身のロマも標的となるが、これもまたロマが「非欧州人」とみなさ

れるがゆえのことと考えたほうがよい。 

 

・国内政治 

 第2章では、在日コリアンは政治的に活発なマイノリティだったが、その活動は衰退傾向

にあるとした。それでも、政治的な活動がほとんど存在しないニューカマーと比べれば、政

治面で相対的に目立つ集団とはいいうる。しかし、日本の外国人人口比率は2%未満であり、
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政治的に脅威となるという見方自体の根拠を疑った方がよいだろう。その意味で、第8章で

ふれた二者関係（日本国家－在日コリアン）という枠組みでは、政治的脅威を論じること自

体に無理がある。 

 にもかかわらず、外国人参政権をめぐる議論では外国人がキャスティングボートを握り、

政治的な影響力を行使するとまことしやかにささやかれてきた。外国人人口の低さ＝政治

的影響力のなさを糊塗して脅威を喧伝するために、人口過疎の国境地帯での選挙が事例と

して持ち出される。しかも、外国人参政権を求めてきたのは民団であるが、反対派が持ち出

す与那国町や名護市の選挙に介入するとされるのは、在日中国人であった。つまり、実際に

は発生しようがない脅威を喧伝するために、数字上の操作や無理な前提を導入してきたの

が、日本的な外国人参政権反対論である。 

 一方、欧州での外国人・移民は政治的な脅威とはみなされていない。イスラームは文化的

脅威とはされるものの、政治的にはむしろ活発な参加が統合をうながすものとみなされる

（第7章参照）。外国人・移民をめぐる政治的な課題は、むしろ投票率の上昇など実質的な

参加を通して市民的な政治文化を共有することにある。一見、外国人の政治参加という同じ

問題を抱えているようにみえても、日本と欧州では問題の構築のされ方がまったく異なる。 

 

・国際政治 

 第8章で述べたように、日本の排外主義は対外関係を増幅装置として発生している。外国

人参政権の例を挙げれば、かなりの永住者を擁する在日フィリピン人や在日ブラジル人は、

議論の埒外におかれてきた。これは、在日コリアンや在日中国人より人数が少ないからでは

なく、フィリピンやブラジルとの二国間関係に大きな問題がないことの反映にすぎない。つ

まり、在日フィリピン人や在日ブラジル人は、図2でいう「民族の祖国」の意を受けた行為

者ではない一方で、在日コリアンや中国人は民族の祖国の代弁者とみなされる。前項で述べ

たように、在日コリアンは相対的に活発な政治的行為者といえるが、「祖国の代弁者」とさ

れるのはそうした在日コリアン自身の性質によるのではない。「民族の祖国」との関係で生

まれる困難が、日本をして民族化国家としての性格を強め、ナショナル・マイノリティの排

斥を正当化するのである。 

 

欧州においても、対外関係が背景にある排外主義は存在する。前述のイスラモフォビアは、

単に文化的脅威として喧伝されるだけでなく、外国で生じた戦争やテロと結び付けて増幅

されてきた。実際、9.11同時多発テロの直後にはムスリム移民に対する感情温度だけ下がっ

たという報告もある（Coenders et al. 2008）。極右政党は、イスラームに対する本質主義的

 

    民族化国家 
ナショナル･

マイノリティ 

 

民族の祖国 

図 2 民族問題の三者関係モデル 
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なラベリングにもとづき、欧州とムスリムは共存できないとしてきた。その意味では、「民

族の祖国」と「ナショナル・マイノリティ」を同一視する日本の排外主義と共通する部分を

持つ。ただし、イスラモフォビアを図2で説明することはできない。イスラモフォビアには、

民族の祖国という政治体との関係悪化という背景がなく、国家間の関係が憎悪を増幅する

ような回路を持たないからである。 

 

・歴史修正主義 

 第4章と第8章で述べたように、日本の排外主義は――強く言明するならば――歴史修正

主義の一変種としての性格を持つ。在日コリアンに対する憎悪は、単なるレイシズムや日本

型オリエンタリズムでは説明できない。それはたとえば在日フィリピン人に対して向けら

れる感情とは異なっており、前者にあって後者にない最大の要因は植民地主義の歴史であ

る。在日コリアンは、ニューカマー韓国人とは異なり、存在自体が歴史的経緯によって規定

される。一般永住とは異なる特別永住資格が設けられるのも、第8章でみたような「過去の

国民」に対する処遇が必要なことによっていた。 

これまでの項でみてきたもののうち、在日コリアン自身の特質からは排外主義が発生し

にくいことを論じてきたが、歴史的経緯だけは例外と考えたほうがよい。すなわち、植民地

主義の歴史と在日コリアンの存在が不可分である以上、植民地主義の歴史の否定は在日コ

リアンに対するまなざしの変化をもたらさないはずがない。在日コリアンが標的にされる

ようになった最大の要因は、歴史修正主義の台頭が在日外国人のうちもっぱら在日コリア

ンを標的とする帰結をもたらすからだと考えられる。 

それに対して欧州で歴史修正主義といえば、通常はホロコースト否定論を指す（e.g. Mudde 

2007）。イギリスやフランスのような植民地大国の場合、植民地主義の歴史と移民には密接

な関係があり、移民の権利運動で歴史的経緯が強調される場合もある（稲葉、2011）。しか

し、植民地主義に対する歴史修正主義が排外主義に結びつくわけではない。その意味で、現

在の欧州における排外主義は歴史修正主義を背景にしているとはいえないだろう。 

 

（３）まとめ 

 欧州と日本の排外主義には共通する点もある。政治的競合という観点から排外主義を説

明できない点で、欧州と日本で違いはなかった。しかし、前節での検討を経てみると、次の

3つの点で日欧にはかなりの相違があるとみたほうがよいだろう。 

 第1に、排斥の主たる標的となるのは、日本では東アジア域内にルーツを持つ移民であっ

た。それに対して欧州の場合、EU域外にルーツを持つ移民がもっぱら排斥対象となる。漢

字文化圏ということからも、実際の社会経済的地位からも、言語や婚姻のような同化を示す

指標からしても、在日東アジア系移民は統合に成功した集団と国際的には評価されよう。こ

れは、欧州におけるEU域内出身の移民と「客観的」には類似した状況にあるが、にもかか

わらず排斥対象となっている。それに対して欧州では、統合の度合が相対的に低いとされる

集団が、敵意を向けられ排外主義の標的となってきた。この相違を、換言すれば欧州と比べ

た日本の特性を説明する必要があり、それが第2、第3の点につながっていく。 

第2に、排外主義を誘発する要素は共通しているようにみえるものの、そうした要素から

予想されるのとは異なる対象が標的になっている。日本では、経済的競合、文化的競合、法
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と秩序のいずれからも排斥の標的として理論的に予測されるのは、在日コリアンではなく

ニューカマーだった。そうした理論的予測を裏切る形で、在日コリアンが排外主義の標的と

なっていることは、経済、文化、法と秩序が説明変数になりえないことを示す。欧州の場合、

上記3つの要素のいずれもがEU域外の移民の排斥を理論的に予測し、実際の結果もその通り

になっている。 

 第3に、国際政治と歴史修正主義に目を転じると、第2点では説明できなかった日本の排外

主義を明確に位置づけることができる。欧州でも、国際政治と歴史修正主義は排外主義と関

連しているが、主たる説明要因とはいいがたい。それに対して、東アジアの近隣諸国との関

係は、日本の排外主義を激化させる直接的な要因となってきた。多くの移民にとっての「民

族の祖国」たる中国、韓国、北朝鮮と日本の間には、困難な外交課題が未解決のまま残って

いる。これが、社会経済的にみて劣位な状況にある在日フィリピン人や在日ブラジル人では

なく、在日コリアンや在日中国人が標的となる大きな背景となる。さらに、歴史修正主義は

在日コリアンに対する排斥を説明する固有の要因であり、それなくして「なぜ在日コリアン

が標的となるのか」という本論文を貫く問いに答えることはできない。 

プロローグでふれたように、日本型排外主義とは近隣諸国との関係により規定される外

国人排斥の動きを指し、植民地清算と冷戦に立脚するものである。直接の標的になるのは在

日外国人だが、排斥感情の根底にあるのは外国人に対するネガティブなステレオタイプよ

りもむしろ、近隣諸国との歴史的関係となる。その意味で、外国人の増加や職をめぐる競合

といった外国で排外主義を生み出す要因は、日本型排外主義の説明に際してさしたる重要

性を持たない。 

 もちろん、西欧にも歴史修正主義にもとづくユダヤ人排斥は存在するし、日本にも2者関

係にもとづくレイシズムは存在する。ここでいう日本型排外主義とは、日本に特徴的な要素

の理念型である。これを概念化することで、排外主義を単なる不況や不安に還元するような

見方から距離をとることができると考える。また、排外主義への対策のあり方という実践的

課題に対しても、こうした理念型があればより適切な処方箋を提示することもできるだろ

う。 
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